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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトの主たる目的は、ミャンマーの自由化・民主化にとって決定的な阻害
要因をさまざまな局面で検討することであった。同国がより自由で民主的な国なるのか、新しい権威主義体制に
移行するのか、を共通の問いとしてプロジェクトメンバーそれぞれが理論面、実際面に関する研究を進めた。プ
ロジェクト期間中、現地フィールドワーク、内外のミャンマー研究者との交流、国際ワークショップの開催など
を行い、変化が著しい同国の情報を収集した。研究成果は上記ワークショップのペーパーとしてまとめられ、研
究代表者が編集作業を行っているところである。ミャンマーの自由化と民主化が楽観視できないという結論に至
った。

研究成果の概要（英文）：The main objective is to identify some critical hurdles to Myanmar’s 
opening up process, in their respective fields. We began with a question of whether Myanmar was 
democratizing or was it moving towards a new form of authoritarianism, perhaps one more consonant 
with other contemporary authoritarian regimes in Asia. Thus, the project had its concentration on 
identifying obstacles to Myanmar’s transformation, which was significant both in practice and in 
theory. Throughout the project term, research meetings and a workshop ("Critical Hurdles to Myanmar'
s Opening-up Process") were held periodically and in a timely manner in order to response swiftly to
 the shifts inside Myanmar. The project leader are editing the edited book manuscript based on the 
papers that were submitted to the international workshop. The tentative conclusion of the project is
 that we cannot hold optimistic view on the future of political liberalization and democratization 
of Myanmar. 

研究分野： 国際関係論
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１．研究開始当初の背景 
 本研究はミャンマーの自由化と民主化に
ついてその阻害要因に焦点をあてて検討す
るものである。その背景となる問題意識は、
2011 年に民政移管を果たしたミャンマーが
今後さらに自由化、民主化の道を歩んでいく
のか、というものであった。 
 ミャンマーは 1962 年の軍事クーデターか
ら長きにわたって軍事政権下にあった極め
て稀な国である。そのため、同国については
十分な研究が蓄積されることなく、軍事政権
という悪いイメージが形成されるばかりで
あった。それゆえに、2011 年の民政移管が同
国の文脈ではどういった出来事で、それが同
国の政治・経済・外交・社会にどういった影
響を与えるのかがあまり検討されないまま、
民主化への楽観的な観測が広がっていた。 
 ミャンマーの民主化についてはアウンサ
ンスーチーという世界的な民主主義や人権
のアイコンが存在し、また、当時の米国の外
交政策がアジア重視を打ち出していたこと、
さらにアジア最後のフロンティアと呼ばれ
る同国の経済的潜在能力が、こうした楽観論
の拡大に影響していたものと思われる。 
 しかしながら、約 50 年間の軍事政権の歴
史が与える自由化、民主化への足かせは重い。
ましてや、市民の民主化圧力を受けての民政
移管ではなく、軍事政権が主導して進めた民
政移管である。したがって、民政移管後のミ
ャンマー政治を見定める冷静な分析が必要
とされていた。 
 
２．研究の目的 
 本研究はミャンマーの自由化と民主化の
動向について、一般に流布している根拠の乏
しい楽観論を排し、政治学、経済学、文化人
類学、国際関係論を含む学際的研究組織の構
築を通じて、冷静で客観的かつ総合的な分析
を行い、今後ミャンマーが民主化や改革をさ
らに進めるにあたって障害となり得る、内的
な諸要因を明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究の方法的特質はその多様な視角に
ある。第 1 に国際関係論的視角である。ミャ
ンマーは長く欧米から制裁を受けて国際的
な孤立状態にあった。そうしたなかで
ASEAN は「建設的関与」の名の下で関係を
維持し、また、中国は天然資源の獲得や地政
学的な利益から軍事政権との緊密な関係を
構築していった。しかしながら、国内の政治
経済的停滞は誰の目にも明らかであったた
め、軍事政権が民政移管に踏み切った側面が
ある。このミャンマーの民主化・自由化の国
際的文脈を検討する。 
 第 2 に農業経済学的視角である。ミャンマ
ーは人口の多くは農村に暮らす農民である。
民主化や自由化とはすなわちこうした多く
の人々の権利と自由が拡大するということ
であり、農村社会の変容を理解せずにミャン

マー政治の行方を知ることはできない。 
 第 3 は経済部門・金融部門改革の分析であ
る。軍事政権時代のミャンマーは制度基盤の
弱い脆弱な経済体制であった。民政移管によ
って海外からの投資が流入するなかで、そう
した投資の有効な活用、国内企業の育成、金
融部門の整備など、さまざまな改革が必要と
されている。こうした改革が進まない場合、
経済は危機に瀕し、政治へのインパクトも大
きい。 
 第 4の視角は、軍隊の政治への影響である。
約 50 年間の軍事政権が終わったとはいえ、
今も国軍は政治的影響力を保持している。た
だし、国軍も新しい国内外の政治環境に適応
する過程のただ中にある。この変化を考察す
ることは、国軍の今後の動向や自由化と民主
化を考えるうえで不可欠である。 
 以上の 4つの視角から現地でのフィールド
ワークを通じてデータを収集して分析した。 
 
４．研究成果 
 本研究プロジェクトの成果は、平成 27 年
度に京都大学で開催した国際ワークショッ
プ “Critical Hurdles to Myanmar’s 
Opening Up Process”での各報告に結実し、
英文の学術書として現在出版に向けて研究
代表者が編集作業と出版社との交渉を行っ
ている。 
 明らかになったことは以下の 3 点である。
第 1に、国際関係においてミャンマーの自由
化・民主化に最も影響を与えるのは当然のこ
とながら米国と中国であるが、それに加えて
ASEAN 諸国との連携が大国政治に左右されな
い自律的な政治経済発展の鍵になることで
ある。現在のミャンマー外交の貴重は米中
ASEAN 諸国との間でバランスをとりながら国
益を追求する方向性を示しており、同国の自
由化と民主化にとって望ましい傾向である。 
 第 2に、農村地域の土地問題が政治経済発
展のボトルネックになりえることが明らか
になった。例えば、少数民族州であるカレン
州やカチン州では 2011 年民政移管以前にゴ
ム農園の開発やダム開発の過程で多くの耕
作地が政府によって収用されている。地域住
民に対する説明や保証も不十分な収用が多
く、自由化に伴って農民たちが直接不満に声
をあげるようになった。2016 年から政権を担
う国民民主連盟（NLD）の主要な政策の 1 つ
にこの土地問題はなっている。収容された多
くの多くはすでに政府から民間企業へと払
い下げられており、権利関係が複雑になって
いるため、問題解決は相当難しい。公約にあ
る以上、問題解決が先延ばしされるほど現政
権に対する批判につながる。強引な解決はビ
ジネス界からの反発を招くことになり、政権
は板挟みになる可能性が極めて高い。 
 第 3に、金融・経済改革面での改革につい
て、現政権を率いるアウンサンスーチーの関
心が低く、期待されたほど改革が進んでいな
いことが明らかになった。特に法制度面での



不備が実務的に負の効果を生み出しており、
これには長年「法の統治」を軽視してきた軍
事政権の影響で、同国の行政機構が十分な法
案作成能力を有していないことが主たる理
由のひとつである。 
 第 4に、国軍が現代の国内外の政治環境に
合わせて、これまでのパターナリスティック
な政治関与から後退し、安全保障を根拠とし
て、より「合理的」な政治関与へとその組織
的役割を変化させつつあることが明らかに
なった。具体的には、軍事政権時代に国軍が
その政治介入の正統性としてよく言及して
いた「国民政治」（「政党政治」の対義語とし
て国民全体の利益を考慮した政治という意
味）が後景に退き、国内武装勢力の存在とい
うより安全保障に特化した正統性にその政
治関与の根拠を求めるようになっている。 
 以上から、今後のミャンマーの自由化・民
主化を楽観視することは難しく、現在の限定
的な民主的体制が今後もしばらくは継続す
るであろうという暫定的な結論を導いた。 
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